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医師の喫煙とタバコ依存度
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目的　医師は一般成人と比べ喫煙率が低い集団とされているが，その喫煙行動を明らかにする参

考資料としてタバコ依存状況を知ることを目的とする。

方法　岐阜大学医学部附属病院に勤務する医師231人を対象に，質問紙を用いて，喫煙習慣など

の喫煙行動とともに，タバコ依存症スクリーニング質問票（TDS）によりタバコ依存度を

調査した。

成績　①喫煙率は，男性医師25.1％，女性医師0％であった。

　②喫煙男性医師の95.8％が医師になる前に喫煙を開始していた。

　③喫煙男性医師のうち，禁煙したいと考えている者は62.5％であった。

　④医師は喫煙すべきでないとする者の割合は，喫煙者に比べ喫煙していない者で著しく高

かった。

　⑤喫煙男性医師のタバコ依存度（TDS得点）の平均値は5.4であった。

結果　医師の喫煙率は一般に比べ低いが，現喫煙医師のタバコ依存度は高い傾向にあった。
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